
令和 8年 9月改訂

岡山県では、 ＡＣＰについて分かりやすく解説した動画や、自分の思いを
伝えるためのリーフレットなど、「“もしも”の話し合い」に役立つ啓発資
材を作成し、ホームページ上で公開しています。
また、動画を収録したＤＶＤの無料貸出も行っています。
まずはこれらのツールを活用して、 ＡＣＰを始めてみませんか？

　「これからの人生でやってみたいこと」

のほか、元気なときだからこそ、気楽に

「“もしも”の話」をしてみましょう。

もしも重大な病気になったり、要介護

状態になったりしたときはどう過ごし

たいのか、日頃から周囲の人と話し

合っておくことで、将来、医療・介護

関係者とのＡCＰを始めるとき自分の

考えを伝えやすくなります。

　自分の現在の健康状態や、今後の体

調の見通しなどについては、「かかり

つけ医」など身近にいる医療・介護の

専門家に相談すると良いでしょう。

専門家としての意見をしっかり聞いた

上で、自分が不安に思っていることや、

今後の医療・ケアに関する希望を率直

に伝えることで、より良いＡCＰを行

うことができます。

詳しくは岡山県ホームページへ！

話し合いに役立つツールを公開中！



（令和7年度県民満足度調査同時調査）
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岡山県民の死亡原因
（厚労省「令和４年人口動態統計」）


